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ダル モ ー

ッ タ ラの 直接知覚論
一 その 独 自性 と理論的背景

西 　沢 　史　仁

　筆者は ， 以 前 ， ダ ル マ キ
ー

ル テ ィ の
一 連 の 論理 学書 に は ， 直接知覚に対象確定

作用 （niScaya ） を認め る記述 と認め ない 記述の 二 つ が 混在 して い る こ とを指摘 し
，

そ れ に 関す る シ ャ
ー キ ャ ブ ッ デ ィ と ア ル チ ャ タ の 解 釈 を紹 介 した （西 沢 2013）．

そ こ で
，

こ の 両 者 は
， 直接知覚 は無分 別 知 で あ る の で 対 象確定作 用 を認 め な い こ

と
， 及び

， 直接 知覚に対象確定作用 を認め る ダ ル マ キ
ー

ル テ ィ の 記述 は ， 比 喩的

表現 （upacara ）で ある と会通 す る こ と を明 らか に した ． 本稿 で は ， 直接知 覚 と対

象確定作用 に 関す る ダ ル モ ー
ッ タ ラ （Dha   ottara ）の 解釈 を検討 した い ， 彼 の 解

釈 は
，

ゴ ク翻訳 師 （rNg 。g　l・ tsa・ba
，
　1059− 1109）を通 じて チベ ッ トに伝 え られ ， 後代 ，

チ ベ ッ トに お い て 大 きな影響力 を持 っ た もの で ある ．

1． ダ ル モ ー
ッ タ ラ の 論理 学書に見 ら れ る直接知覚 と対象確定作用 に 関

　　する記述

　まず最初 に
，

ダ ル モ ー
ッ タ ラ の

一
連の 著作 に は

， 直接知覚 に 対象確 定作 用 を認

め る記述が散見 す る こ とが注 目に値 す る． 以下 ， 幾つ か例 を挙 げて お く．

用例 1： 「知覚 され た もの と して 判断する 直接知覚 （lhag　par　zhen 　pa
’
i　mngon 　sum ）によ り

　対象 （＝行動対象）が示 され たが ，」 （PPar，　p．22．14− 15）

用例 2： 「直接知覚 と推論 は，《獲 得 させ る もの 》の 支分で ある 《判 断す る もの （zhen 　par

　byed　pa）》 で あ る こ とに よ り，示 され た もの を獲得 させ る もの で あ るの で ， 認 識 手段

　で あ る．」（PPar，　p．　52．19−21）
用 例 3： 「そ れ故，判 断を為 して こ そ （adhyavastiyarp 　kurvad　eva ），直接知覚 は 認識手段 で

　あ る ．」 （NBT ，　P．84．5）

用例 4： 「直接知覚 の 認識手段性 もまた
，

…顕現 を確定 する こ とか ら （snan 　 ba　nges 　par
byed　pa　las）［成立する］の で あ る ．」 （PVinT ，　p．46．4−6＞

　こ こ で ， 「判断」と訳 した adhyavas5ya （Tib．　lhag　par　zhen 　pa！zhen 　pa）とは ， 例 えば ，

「こ れ は壺 で あ る 」 等 と対象 を確 定 す る 知 ， ない し
， そ の 知 の 作用 を意 味す る．

それは
， 「断定 （pariccheda）」や 「確定 （niScaya ）」 とほ ぼ 同義 と して 用 い られ る

D
．
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ダル モ ー
ッ タ ラ の 直接 知覚論 （西　沢 ） （91）

2 ． 直接知覚 と対象確定作用 に 関する ダ ル モ ー

ッ タ ラ の 基本的見解

　通常， 判断は， 分別知 （vikalpa ）， ない し
， その 作 用 と見做 され て お り， 無分別

な直 接 知 覚 に は判 断作 用 は 認 め ら れ な い と解 す る の が
一

般 的 で あ る が
，

ダ ル

モ
ー

ッ タ ラ が そ の 点 を如 何 に解 釈 して い た の か とい う点 が検討諜題 となる ． 結論

を先取 りす るな らば ， ダル モ
ー

ッ タ ラ に とっ て も， 直接知覚は 無分別知 で ある の

で ， そ れ 自身 と して は 対 象 を確 定 す る こ と は で き な い ． しか し ， 判 断 ない し分 別

知 と共働する こ とを通 じて ， 対象 を確定す る とい うの が ダル モ ー
ッ タ ラ の 基本的

な解釈で あ る． こ の 点に つ い て は
， 『量 性 考察』 に 極 め て 示 唆的か つ 重要 な文章

が 見 出され る の で ， 引い て お こ う．

　そ れ故 ， 直接 知覚 は ， 分 別 知 とい う木馬 に跨 り ［対 象を］確定す る もの （mam 　 ar　rtog

pa
’
i　shing 　rta　la　zhon 　nas 　nges 　par　byed　pa）で ある と知 られ る べ きで ある が， ［直接知覚］そ

れ 自身 は無分 別 知で あ る の で
， ［そ れ 自身 と して

， 対 象を］確 定す る もの で は な い の で

ある ．判 断 され た もの を示す もの は
， 直接知覚で あ り， 分別知 は

， 直接知覚 とは 別に
，

［対象 を］確定す る もの で は な い が ，直接知覚 は，判断 を本性 とす る もの と して ，判 断

する と認め られ る の で はな く，前述 した仕方で ［判断する と認め られ る の］で あ る．（PPar，

　 pp．50．15−51．2）

　 ダ ル モ ー
ッ タ ラ の 著作に は， 先に挙げた よ うに ，

一
見 して ， 直接知覚 自身が 対

象を確 定す る
， あ る い は対象 を判 断す る よ うな記述が 散見す る が

，
こ こ で 彼 は

，

直接 知覚 は 無分別知で あ る とい う理 由に よ り， 直接 知覚それ 自身が 対象 を確定す

る こ とを明確 に否定 して い る． しか し ， 直接 知覚が ， 或 る 特定 の 条件 の 下で ， 即

ち ， 「分 別知 とい う木馬 に跨 る」仕 方 で
， 対 象 を確 定す る こ と を認 め て お り， そ

の 点で
，

シ ャ
ー キ ャ ブ ッ デ ィ 等 と解釈 を異 に す る． こ の 比 喩的 な表現 が 示唆 して

い る の は
， 直接 知覚 は

， 分別知 （＝判 断） と共働 （
＊

sahakara ） して 対象 を確定する

こ とで あ る． 例 えば
， 現前 の 壷 を直接知覚に よ り知覚 して い る とき， そ れ を知覚

して い る状態 にお い て
， 或 る 時 ， 「こ れ は 壷 で あ る 」 とい う壺 を確定す る分別知

が 生ずる． 複数の 分別知が 同時 に同一
の 心相続 に お い て 生 ずる こ とは認 め られ な

い が （PV 　III，178b）， 無分別知 と分別知が 同時に 同
一

の 心相続 に共存 す るこ とは 認

め られ るの で あ る． それ 故 ， 例 えば ， 第一刹 那 に お い て 直接 知覚が 生 じ， 次 刹那

に お い て 対象 を確定する分別 知が 生 じた 時 ， その 第二 刹那 に お い て は ， 直前の 直

接 知覚 を 質料 因 と して 生 じた 直接 知 覚が 分 別 知 と共 在す る こ と に な る ． ダ ル

モ ー
ッ タ ラ に よれ ば ， 第二 刹 那の 直接 知覚 は， 同時 に存在する分 別知 と共働 し

て
， 対象 を確 定す る． こ の よ うに ， 判断 と共働 す る 形で 対象 を確定する直接 知覚
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は ， 認識手段 と して
， 自らの 行動対 象 を

， 目的達成 を望 む 人 に 《示 す もの （pra・

darSana）》で あ り， そ れ に対 して 入 に 《行 動 を起 こ させ る もの （pravartaka）》で あ る ．

そ の 判断との 共働な くして ， 対象が明瞭 に顕現 す る だ けの 直接 知覚が単独で
， 行

動対 象 を示 した り， 行動 を起 こ させ る こ とは 不 可 能で あ る ． その 意 味で
， 判 断

は， 《認識 手段の 作用 （pramal」aVyapara ）》で あ り， 《行動 の 支分 （pravpttyafiga）》ない

し 《獲得の 支分 （prEptyahga）》 と称され る．

判 断 こ そが
， 認識手段 の 作用 （tshad　ma

’
i　bya　ba，

＊

ramirpav 　aoara）で あ るの で， そ れ故

に こ そ ，
こ れ （＝ 判断） は

， ［認識手段 の 対 象理解 に お い て ，］必 ず為 さ れ る べ き もの

（gdon　mi 　za 　bar　bya　ba
，

’

avaS 　akartavya
， 不 可欠な もの ）で あ る，そ れ （＝ 判断）を為す

こ とに よ り知が認識手段 となる とこ ろ の
， それ （二判断）は

， 必ず為 され る べ き もの で

あ る が ，何 で あ れ その 必 ず 為 され る べ き もの もまた ，結 果 で あ る と云 わ れ る．… ［こ こ

で ］「確定 （nes 　 a
，

＊

niSca 　a）」 と云 うの は ， 確立 す る もの （gtan　la　1⊃ebs 　pa）で あ り， 判

断を云 う． こ こ で 判断 とは
， 一 を云 うの で

， 「行

動 を結果 として有する もの （
’
jug　pa

’
i　
’
bras　bu　can ，

＊

pravrttiphala）」 と も説かれた．行動の

支分 （
’jug　pa’i　yan　lag

，

＊

ravrtt 　ah 　a ） とな っ て い る の で
， 獲得 の 支分で ある 判断は 認識手

段 匚の 作用 ？］
2）

で あ る とい う意味で ある． （PPar ，
　p．40．12−21）

　こ の 記述 は
， 判断 と認識 手段に 関す る ダ ル モ ー

ッ タ ラ の 基本 的見解が簡潔 に纏

め られ て い る点で 重 要で あ る．判 断は， 認識 手段で は な い が ， 認識 手段 の 対象理

解 に 不可欠 な要素で あ る ． さ らに ， 例 えば 「こ れ は青で ある 」 とい う判 断を為す

こ と に よ り ， そ の 判 断 と共働 した 直接 知覚が 認 識 手段 と して 設定 され る の で ， そ

の 直接知覚 は ， そ の 判 断 に よ っ て 《設定 さ れ るべ きもの （vyavasthapya ）》で ある，

他方 ， 判 断 は ， そ の 直接 知覚 を認識手 段 と して 《設定 す る もの （vyavasthapaka ）》

で あ る。 ダ ル モ ー
ッ タ ラ の 認識 論で は ， 判 断 と直接 知覚 は 《設 定す る もの 》 と

《設定 され るべ き もの 》 と して 規 定され る． 即 ち ，

《設定する もの （Vyavasth5　aka ）》 とは
， 直接知覚の 力 に よ っ て 生 じた分別知 （vikalpapra 一

tyayab　 ratyak＄abalot　 annah ，　i．e．，　adhyavasaya ）で ある と見 な され る べ きで ある ．他方，無

分別で ある の で ， 直接知覚の み で は ， 青の 理 解 （bodha，　i．e．，　niScaya ） を 自体 とする もの

と して ， 自身を設定す る こ とが 出来 な い ．確 定知 に よ り設定され な い
， 青の 理 解 を 自体

とする知は ， 有 る として も， 無い の と同様の もの に他な らない ．そ れ故 ， 確定 に よ っ て

青の 理 解を自体 とする もの として設定 され た知 （＝ 青を理解する直接知覚）は，青の 理

解を本 性 とす る もの と して ， 存在す る こ とに なる．そ れ故 ， 判 断を為 して こ そ，直接知

覚は認識手段 で ある。他方 ， 判断が 為 され な い と き，青の 理 解 を 自体 とす る もの と し

て ，その 知は設定され ない の で ある．同様に，対象の 理解を自体 とする 認識結果 は完成

しな い ．そ れ故 ， 最大の 能立 で あ る こ とが な い の で
，

そ の 知 （＝判断 を為 さな い 直接知
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　 覚） は，決 して 認識 手段 で ない こ とに なる ． （NBT ，　p．　84．1−7）

　青 を把 握 した 直接知覚の 力 に よ っ て 生 じた分別知 に よ り， 青を把握 した 直接知

覚が ， 青 を理 解す る こ とを 自体 とす る もの と して 設定 され る． こ れ は ， 即 ち， こ

の 分 別 知 と 共 働 した 直接 知覚に よ り青が理 解 （一確 定） さ れ た こ と を意 味す る．

なぜ な らば ，
こ の 設定が為 され ない な らば ， 無分別 の 直接知覚は ， 青 を理 解する

もの と して 存在 しない か らで あ る． その 意 味で
， 「判 断 を為 して こ そ， 直接知覚

は認識 手 段 で あ る 」 と云 われ る の で あ る ． こ れ は， 直接 知 覚 と同 時 に 存 在 す る判

断が 直接知覚 と共働 して 対象 を確定す る こ とを通 じて ， 初め て ， その 直接知覚は

認識手段 と して 設 定され る， あ るい は ， 認識手段 とな る， とい う意味で あ り， そ

の 意味 で ， 判 断は 直接知 覚 を 《認識 手段 化》す る ． そ の 際， 判 断は ，或 る意味，

自らの 対 象確定作用 を直接知覚に 付与 す る と言 うこ とが 許 され る か も しれ な い ．

ダル モ ー
ッ タ ラの 論理学書 に 見 られ る

， 直接知覚 に 対 象確定作用 を認め る
一

連の

記述 は ， 以 上 の よ うに 解釈す る 必要が あ る，

3 ． 直接知覚に認識手段 とそ うで ない もの の 二 つ の 部分 が あ る こ と

　 こ の よ うに 考え る場合， 直前に 引 い た 『正理
一

滴 註』に 明 記 され て い る よ うに ，

ダ ル モ ー
ッ タ ラ の 認識論で は

， 直接知覚で あ っ た と して も， 必 ず し も認識手段で

あ る とは限 らない こ とに なる ． 即 ち ， 直接 知覚の 対象認識 に お い て は ， （1）先ず

最 初 に ，対 象が 明瞭 に 顕現 す る だ けの 知が生 ず る． こ れ は， 離分 別不 迷乱 の 知で

あ る の で ， 直接 知覚 で あ る が ， こ の 段 階で は ， まだ対 象 の 理 解 は生 じて お らず ，

対象 に対 して 行動 を惹起す る こ とが で きない の で ， 認識手段 と して 設定 され ない ．

（2）そ の 後 に ， 判 断が 生 じ， 直接知覚はそ の 判断 と共働す る こ とを通 じて ， 対象

を理解する ． こ の 対象 を理 解 した段 階 で
， 初め て

，
こ の 直接 知覚 は

， 人 に 行動対

象 を示 し
， それ に対 して 行動を起こ させ る こ とが 可能 とな るの で

， 認識手段 と し

て 設定され る ．

　 1．判 断と共働 して対象 を理 解す る前の 段 階で の 直接知覚　 ≠　 認識手段

　 2 ．判断 と共 働 して 対象 を理 解 した段階 で の 直接 知覚　 ＝ 　 認識 手段

　 以上 の よ うなダ ル モ ー
ッ タ ラの 特異 な解釈 は， 彼 の 独 自の 認識手段 論 を理 論的

背景 として い る． ダル モ
ー

ッ タ ラは
， 認識手段 の 定義で ある 無欺性 （avisamvadakatva ）

を， 《対象獲得 能力 （arthapr5papasakti ）》 と解釈す るの で ， 認 識手段で あ る な らば
，

そ れ に基づ き， 人が行動 を起 こ して 自身の 目的を達成す る対象を獲得 させ る知 で

あ る必要が ある ． 問題 は
， 直接知覚で あ り， 端的 に は ， 対象が 明瞭 に顕現す る だ
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けの 受動的 な知で あ る 直接知覚に ， 如何 に対象獲得 能力 とい う能動 的な力 をリ ン

ク させ るの か とい う点 で ある． なぜ な らば ， 人が対象に対 して行動 を起 こ す為 に

は ， その 対象を確定 ・理解 す る必要が あるか らで あ り， 単に対象が 顕現 して い る

だ けの 知 に は
， 人 に 行動 を惹起す る 能力 は な い か らで あ る． それ を解決す る手立

て が ， 「直接知覚 は
， 分別知 とい う木馬に 跨が り， 対 象を確定する」 とい う理 論

で ある． 直接知覚 は
， それ 自身 と して は

， 対象を確定 しない が
， 分別知 と共働す

る こ とを通 じて ， 対象 を確 定 し， 対象 に対 して 人 に行 動 を引 き起 こ し， 対 象 を獲

得 させ る こ とが 出来 る と解釈す る こ とで ， こ の 難問の 解決を図 っ た わ けで ある．

　こ の ように
， 条件付 きで はあ るが 直接知覚に対 象確定作用 を認め る ダ ル モ ー

ッ

タ ラの 解釈 は
，

ゴ ク翻 訳師 を通 じて
， 様 々 な変容 と誤解 を伴 う形 で はあ る が

，
チ

ベ ッ トに 伝承 され た． ゴ ク翻訳 師 は
， 直接知 覚に 対象確定作用 を認 め ， 対象 が 明

瞭 に顕現 するが
， 確 定され ない 知 と して

， 《顕現不確定知 （snang 　la　ma 　nges 　pa
’
i　blo）》

とい う非 認識 手段 の 知 を 案 出 した と推 察 さ れ る （西 沢 2012
， pp．113−115）． 他 方 ，

直接知覚に ， 認識手段 と非認識手段の 知を分ける 考えは ， チ ャ パ （Phya　pa　ch ・s　kyl

seng 　ge，
1109− 1169）の 論理 学 書 に見 られ ， そ の 設 定 は サパ ン （Sa　parp， 1182−1251）

に よ り批 判 され た が ， ゲ ル ク 派 に は 自説 と して 受容 され た． そ の 詳細 に つ い て

は
， 別稿に て 紹介 した い ．

4 ． 直接知覚 と判断の 集合体で はな く， 直接知覚の みが認識手段 で あ る

　　 こ と

　 こ の よ うに ， ダル モ ー
ッ タ ラ の 認識論 にお い て は， 直接知覚は， 判 断 と共働 す

る こ とに よ り初め て
， 対象 を確定 ・理 解す る こ とが で きる認 識手段 と して 設定 さ

れ る こ とが 判明 した． しか し ，
こ の こ とは ， 直接知覚が判 断 を伴うもの と して の

み 認識手段 と して 認 め られる こ とを意 味す る わ けで は ない ． 直接知覚が
， 認 識手

段 と認め られ る に は， 判断 との 共働が 不可欠 で ある が ， 認識 手段 と して 立 て られ

るの は ， あ くまで 直接 知覚の み で あ り， 判断 を伴う直接知覚 ， な い し， 直接知覚

と判断の 集合体で はな い ． こ の 点につ い て ， ダル モ
ー

ッ タラは こ う明言 して い る．

［問い ：］ も し，
こ の よ うに ， 判断を伴 うもの （adhyavasayasahita ） と して の み ， 直接知

覚が 認識手段 とな り， 単独 で は 匚直接知覚は 認識手段 で は ］ ない
，

と云 うな らば， ［回

答 ： ］そ うで はない ．…ある対象 に対 して，直接 知覚 を前提 とす る判断が ある とき， そ

の ［対 象］に対 して ， 単独 の 直接 知 覚の みが認 識 手段 で あ る ． （NBT ，
　pp．85．3−86．3）
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ダル モ
ー

ッ タラの 直接知覚論 （西　沢） （95）

結語

　以上 ， 直接知覚 と対象確定作用／ 判断 に関す る ダル モ ー
ッ タ ラ の 解釈 を検討 し

た． シ ャ
ー キ ャ ブ ッ デ ィ や ア ル チ ャ タ は

， 無分 別な直接 知覚が 対象 を確定 す る こ

と を認 め ない が ， ダル モ
ー

ッ タ ラ は
， 判断 との 共働 とい う形 で 直接 知覚 に 対象確

定作用 とい う能動的な働 きを認め る点で 立場 を異に す る こ とが 判明 した． さ ら

に
， 直接 知覚 は

， 判 断 との 共働 に よ り対象 を理 解 す る知 と して 設定 さ れ な い 限 り，

認識手段 と は 認 め られ ない の で
，

ダ ル モ ー
ッ タ ラ の 認 識論で は

， 直接知覚に は
，

認識 手段 と認識手段 で ない もの の 二 つ の 部分が 認め られ る こ とに な る． 以 上 の 点

に， ダル モ ー
ッ タ ラ の 独 自性が 認め られ る．

1 ）C £ Nydyakos ”

a
，
　re −ed ．　V ．　Sh．　Abhyankar （Poona ： Bhandarkar　Oriental　Institute

，
1978），p．

　16．6；
“
idam　evarn　eva

”
iti　viSayaparicchedo 　ni≦cayah ！．こ れ は，仏教徒及 び非仏教徒 の論理

　学者の 共通 の 規 定で あ り，adhyavasaya の 原 義で ある．一方 ， ダ ル マ キール テ ィ は ，
こ

　の adhyavasaya とい う概念 を， 特に
， 「乙 で ない もの を乙 と判 断す る知」 と い う意味で

　も使用 して い る 点に 特徴が あ る ． adhyavastiya の 詳細 に つ い て は，先 行 研 究 の 提 示 と

　併せ て ， 別稿 にて 論 ず る予 定で あ る。

2 ）先行する 文章に 明記 され て い る よ うに ， 判 断は
， 認識手段で は な く， 認識 手段の 作

　用 で ある ．原文で は ，tshad　ma とある が，　 tshad　ma
’i　bya　baの 誤記か．
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